
建築物等における神流町産材の利用促進協定

協定締結日：令和５年９月27日
有効期間：協定締結日から最長10年間
対象区域：神流町全域

神流川森林組合、一般財団法人住宅産業研修財団、優良工務店の会（QBC）及び大工志の会は、「町有施設を含

む建築物及び工作物における神流杉と神流檜の利用の促進に関する構想」、「神流町のブランド木材、神流杉と
神流檜の利用の促進に関する構想」及び「神流杉と神流檜を活用した若手大工技能者に対する伝統構法の実技
研修に関する構想」 を実現するため、神流町と協定を締結しました。

 神流町の「町有施設を含む建築物及び工作物における神流杉と
神流檜の利用の促進に関する構想」

 神流町の構想の達成に向けた取組の内容

・建築物及び工作物の整備に当たって神流町のブランド木材である神流杉と神流檜
を積極的に活用して、町の有する豊富な森林資源の循環利用と町内関連産業の
活性化を図り、2050年カーボンニュートラルの実現に貢献する。
また、合法伐採木材等を利用することにより、SDGsに貢献する。

・町営住宅等の町有施設の整備に当たって、可能な限り神流杉と神流檜の活用を
施工条件とする。

・町の産業活性化に資する地産地消を推進するため、住宅・建築物の整備に当たっ
て町内事業者が生産する建築材料の活用を推奨する。

・神流杉と神流檜を活用して伝統構法を担う大工技能者を育成する取組を支援し、
日本の伝統木造建築文化の継承に貢献する。 等

神流川森林組合 × 一般財団法人住宅産業研修財団 ×
優良工務店の会（QBC） × 大工志の会 × 神流町



 一般財団法人住宅研修財団の「神
流杉と神流檜を活用した若手大工
技能者に対する伝統構法の実技研
修に関する構想」

 一般財団法人住宅研修財団の構
想の達成に向けた取組の内容

・大工志塾が塾生に提供する育成プログラム
の実践を通じて建築用木材の利用に必要な知
識及び技能の水準を高めるとともに、伝統構法
を担う大工技能者を育成し、日本の伝統木造
建築文化の継承に貢献する。

・国土交通省「大工技能者等の担い手確保・育
成事業」を活用して運営する大工志塾の集合
実技研修を神流町内で実施する。
・大工志塾の実技研修に際して、神流川森林組
合の提供する神流杉製材と神流檜製材を活用
するほか、地産地消の観点から町内又は近隣
で生産される建築材料の活用に努める。 等

 神流川森林組合の「神流町のブラ
ンド木材、神流杉と神流檜の利用
の促進に関する構想」

 神流川森林組合の構想の達成に
向けた取組の内容

・建築用木材に適した品質性能を有する神流
杉製材及び神流檜製材の安定供給等に努め
、森林資源の循環利用と合法伐採木材等の利
用を促進し、2050年カーボンニュートラル実現
及びSDGsに貢献する。
・神流杉と神流檜を活用して伝統構法を担う大
工技能者を育成する取組を支援し、日本の伝
統木造建築文化の継承に貢献する。

・管轄区域に存する森林の適正な管理、伐採、
製材の作業合理化を進めるとともに、伝統構法
にも対応できる建築用木材の製材加工を目指
し、神流杉と神流檜のブランド価値を高める。
等

神流川森林組合 × 一般財団法人住宅産業研修財団 ×
優良工務店の会（QBC） × 大工志の会 × 神流町（その２）

 構想達成のための優良工
務店の会（QBC）及び大
工志の会の支援

・伝統構法の技術・技能を継承する
工務店等を構成員とし、一般財団法
人住宅研修財団と連携して大工志塾
を運営する優良工務店の会（QBC）、
並びに日本の伝統木造建築文化の
継承に志を有する大工志塾の修了
生及び講師を構成員とする大工志の
会は、構想の達成に向け、神流町及
び神流川森林組合の構想及び取組
を踏まえて一般財団法人住宅研修
財団に対する現地指導及び技術的
助言を行う。
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